
市町村未来づくり交付金自己評価調書

1　事業群評価調書

成果指標 実績値

指標式等

（記載要領）
１　重点目標、事業群ごとに本様式を作成し、評価するものであること。
２　成果の概要については、できる限り客観的な数値によること。

　高齢化社会の進行とともに、福祉施策の充実は本町の行政を推進していくうえでも非常に大きな意味
をもつ。今回、老人憩の家・保育所の整備やＡＥＤ設置、地上デジタル放送移行対応事業により、高齢
者や園児及び住民の安心・安全を確保することができ、安心と生きがいのある福祉のまちづくりに資す
るものとなった。
　また、男女共同参画の考え方やあり方をパンフレットで啓発することで、与謝野町の活力ある未来の
創造に資するものとなった。

団体名：与謝野町

重点目標

「水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち」の実現

 子どもから高齢者まで、いきいきと社会参加できる「安心と生きがいのある福祉のまちづくり」をめ
ざし、住民・事業者・行政の協働によって、子育て支援、高齢者や障害者の自立支援、健康づくりや医
療体制の充実、地域福祉の推進、男女共同参画の推進に取り組む。

事業群

ＡＥＤ設置事業

※本年度の成果について、客観的な数値により評価できる場合は下欄に記入すること。また、複数の指標がある場合は適宜欄を追加すること。

事業群全体による
成果の概要

構成事業名

男女共同参画啓発事業

地上デジタル放送移行対応事業

安心と生きがいのある福祉のまちづくり
福祉施設整備事業


